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761 　 　 緬 プ ラ ズモ ン 共 鳴 （SPR ） を用 し・ た x イ ズ ウ イ ル ス コ ア タ ン パ ク

　　　　　　p24 抗 体 の 測定 と血 溝の 影 響

　　　　　　 （広島興立 大 ・生物資源 ）○西村知晃 、 窪田 就彦、一 二 三 恵 美 、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 寧田 黎 三

　【目的 1 我 々 は こ れ ま で に ア フ ィ ニ テ ィ
ー 差勦型 セ ン サ η や SPR 装 置 を用 い て 、

エ イ ズ ウ イ ル ス 外 膜 糖 タ ン パ ク gp41 に 対 す る 抗体 を検 出 す る 研 究 を行 っ て き
た 。 今園 は gp41 と 共 に エ イ ズ 感染の 覇 定に 璽 要 な エ イ ズ コ ア タ ン バ ク p24 に 対
す る 抗体の 検 幽 と さ らな る 感度の 向上 を 欝的 と して 実験 を行 っ た 。

　【方法お よび結 果 ］抗 原 として用い たp24 は大腸菌 で発現 させ た もの を使用 し、抗 p24
モ ノ クロ ーナル 抗体は 、腹水よ り糖製 した もの を使用 した 。

SPR 装置 く日本レ ーザ ー電
子 （株）） をフ ロ ータイ プに 改良 し、抗原 で ある p24 はセ ンサ ーチ ッ プ金褻面 上 に 化学
的に 固定 した 。 抗 p24 抗体 をPBS 緩衝液 に 溶解 した状熊 では 抗体濃度0 か ら40 　“t　g／ml の

間で きれ い な検驫線が描 けた
。 しか し血溝申の抗体測定に お い て は SPR 信号は大 きな影

讐を受 け 、 感度 の大幅な低下 と億号の飽和現象が観察された。
こ の影饗 は ブロ ッ キ ン

グに 血清 を用い るこ とに よ り改善され た 。 ま た、使用 する血済 を56度 、 30分闖処理 す
る と懣度 は さ らに改善 され 、 O か ら20 μ g／mi で きれ い な検器線が描け た 。 た だ しこ の

条件 で も SPR 儀号 の飽 和現象は抗体濃 疫20 μ g／m 似 上で依然 と して残 っ た 。 ま た、抗

p24 モ ノ クロ ーナ ル 抗 体に 抗 マ ウ ス igG抗体等を積鬮 する こ とで感度の 向上 を計 る 事が

可能で あ っ た 。
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［囲的】　抗イデ ィ オタイ プ抗体は もとの抗原の 分子構造を反映したパ ラ トープ を捲つ と
され 、 近年 、 それ を医薬品の 開発などに利用 しよ うとする流れがある 。 寒研究ではモ ル
ヒネに対する抗イデ ィオタイプモ ノ ク ue−一ナル 抗体で あるiMO −3 （figGi（κ ）） につ い

て その 反応性 と共に可変領域の遺伝子解析、 識 ン ピュ
ータに よ る構遣解析 を行 っ た 。

【方法及び結剰 　抗傭産生細胞 よりmRNA を抽出 して 、 抗体の可変領域遣伝子 を可変領
域の両蠕に糠異 的なプライ マ ーを増 い たR  戸（）R法に よ り増幅させ た。

つ い で pG 旺M ・・T
ペ ク ターに組 み 込んで、ジ デオキ シ法に よ り燃基配列 を決定 し 、 ア ミノ 酸配列 を推定 し
た 。 抗モ ル ヒ ネ抗体 （MO −3）に対する勇疫化学蘭反応性はモ ル ヒネとiMO −3で鬮様の

挙動を示 した 。　AbM （◎xforCi　M ◎lecular社） を使用 して コ ン ピュ
ータで三 次旡構遣を

予測 した
。 計算され た可変領域の藷 次発コ ン フ　trメ ーショ ン を見 る と、抗原認識に璽要

であ る とい われる超可変領域 （CDR ）の 一部分に芳香属ア ミノ 酸の集申がみ られ 、 モ

ル ヒネ分子が こ れ らi弩香属ア ミノ酸に よ っ て模倣 され てい るの で は ない カ1と莠 え られ た 。
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